
４　学習の活動

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ
a. 文章に描かれている人物の心

情を表現に即して読み、異な
る立場から読み深めようとし
ている。

a. 行動の観察

d. 文章に描かれている人物の心
情を表現に即して読み、異な
る立場から読み深めている。

d. 記述の確認
と分析及び
定期考査

e. 古文を読むことに役立つ、文
語の決まりを身に付けてい
る。

e. 小テスト及
び定期考査

a. 文章の組立てや骨組みを的確
に捉えようとしている。

a. 行動の観察

d. 文章の組立てや骨組みを的確
に捉えている。

d. 記述の確認
と分析及び
定期考査

e. 漢文を読むことに役立つ、訓
読の決まりを身に付けてい
る。

e. 小テスト及
び定期考査

a. 文章に描かれている情景を、
文や文章、語句などから離れ
ないようにして読み、人物の
言動や状況を捉える手掛かり
としようとしている。

a. 行動の観察

d. 文章に描かれている情景を、
文や文章、語句などから離れ
ないようにして読み、人物の
言動や状況を捉える手掛かり
としている。

d. 記述の確認
と分析及び
定期考査

e. 古文を読むことに役立つ、文
語の決まりを身に付けてい
る。

e. 小テスト及
び定期考査

a. 文章の内容とその背後にある
作者の主張を的確に捉え、作
品の表現の巧みさを理解しよ
うとしている。

a. 行動の観察

d. 文章の内容とその背後にある
作者の主張を的確に捉え、作
品の表現の巧みさを理解して
いる。

d. 記述の確認
と分析及び
定期考査

e. 漢文を読むことに役立つ、訓
読の決まりを身に付けてい
る。

e. 小テスト及
び定期考査

a. 人物、情景、心情などを、ど
のように書き手が描いている
のかを捉え、言葉の美しさや
深さに気付こうとしている。

a. 行動の観察

d. 人物、情景、心情などを、ど
のように書き手が描いている
のかを捉え、言葉の美しさや
深さに気付いている。

d. 記述の確認
と分析及び
定期考査

e. 和歌の修辞や、語句の用い方
について理解している。

e. 小テスト及
び定期考査

故事と逸話
「塞翁馬」
文章
「春夜宴桃李園序
(李白)」
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文章
「桃花源記(陶
潜)」
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伊勢物語
「狩りの使ひ」
枕草子
「二月つごもりご
ろに」
更級日記
「源氏の五十余
巻」
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大鏡
「雲林院の菩提
講」
「花山院の出家」
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源氏物語
「桐壺（一）」
「若紫」
平家物語
「忠度都落ち」

○ ◎ ○
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a. 文章に描かれている情景を、
文や文章、語句などから離れ
ないようにして読み、人物の
言動や状況を捉える手掛かり
としようとしている。

a. 行動の観察

d. 文章に描かれている情景を、
文や文章、語句などから離れ
ないようにして読み、人物の
言動や状況を捉える手掛かり
としている。

d. 記述の確認
と分析及び
定期考査

e. 読むことに必要な語句の用法
について理解している。

e. 小テスト及
び定期考査

a. 文章に表れている書き手の思
考の流れに目を向け、なぜこ
の文章を書いたのか、なぜこ
のように書いたのかなどに迫
ろうとしている。

a. 行動の観察

d. 文章に表れている書き手の思
考の流れに目を向け、なぜこ
の文章を書いたのか、なぜこ
のように書いたのかなどに
迫っている。

d. 記述の確認
と分析及び
定期考査

e. 読むことに必要な語句の用法
について理解している。

e. 小テスト及
び定期考査

a. 文章に表れている書き手の思
考の流れに目を向け、なぜこ
の文章を書いたのか、なぜこ
のように書いたのかなどに迫
ろうとしている。

a. 行動の観察

d. 文章に表れている書き手の思
考の流れに目を向け、なぜこ
の文章を書いたのか、なぜこ
のように書いたのかなどに
迫っている。

d. 記述の確認
と分析及び
定期考査

e. 読むことに必要な語句の用法
について理解している。

e. 小テスト及
び定期考査

※ 表中の観点について　ａ…関心・意欲・態度　　　ｂ…話す・聞く能力　　ｃ…書く能力
　　　　　　　　　　ｄ…読む能力　　　　　　　ｅ…知識・理解

※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に
位置付けて○印を付している。

※ その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」）に
関わる観点には◎を付している。
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『史記』本紀
「鴻門の会」
(一)(二)
「項王の最期」
(一)(二)
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蜻蛉日記
「町の小路の女」

源氏物語
「葵」
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思想
「性猶湍水也」孟
子
「人之性悪」荀子
「小国寡民」老子
「曳尾於塗中」荘
子
「侵官之害」韓非
子

○ ◎ ○

◎ ○
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